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 グラファイトの単原子層膜であるグラフェンは、

線形なエネルギー分散関係を有し特異な輸送特性

を示すことから、次世代のエレクトロニクス材料と

して期待されている。今回我々は、結晶方位を整合

させたグラフェン／ｈ−ＢＮヘテロ接合を作製し、

ＢＮ基板からのモアレ周期ポテンシャルの導入

【図１】によるグラフェンのバンド構造変調に成

功したので報告する。 

	
 劈開法により作製したｈ−ＢＮ・グラフェンを、

機械的手法により順次積層し、ｈ−ＢＮ／グラフェ

ン／ｈ−ＢＮ積層構造を作製した。試料に電極を付

与し輸送特性を評価したところ、室温において、

電子移動度はフォノン限界であるμ＝１００，０

００ｃｍ２／Ｖｓに達し、キャリアの平均自由行程は

４μｍに達した。抵抗値のゲート電圧依存性には、

既存のグラフェンと異なり、２個のサブ電荷中性点

ピーク（Ｖｇ＝±４３Ｖ）が観測された【図２】。低

温・強磁場下では、フラクタル型エネルギーバンド

構造の形成による Hofstadter butterfly ダイヤグラム

も観測された【図３】。一連の結果は、h-BN 結晶に

よる六角対称モアレ周期ポテンシャルによって

グラフェンのバンド構造が変調され、複数のサ

ブディラックコーンが形成されたことを意味す

る【図２】。 

  

	
 	
 【図１】グラフェン／ｈ−ＢＮ結晶格子によ

るモアレ周期ポテンシャル。【図２】ディラ

ックピークが複数に分裂。【図３】Hofstadter

バタフライダイアグラムを観測。  
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